


はじめに

地球環境に対する負荷低減のために， a)地域の気候特性を考慮、して建築や都市の計画・設計を行う

こと， b)自然エネルギーを利用して化石エネルギーからの脱却を図ること， c)将来の気象の推移を予

測し最適な建築・設備システムを設計・運用すること，などは重要であり，これらの達成にはシミュレ

ーションが一つの重要なツールとなる.シミュレーションのコンポーネントは，気象データ，建築，設

備システムの 3つに分けられるが，本研究では，近年，自然との共生という文脈で課題となっている気

象データの整備方法，ならびに，研究が手薄な設備システムの運転時の特性抱擁に関して追求した.

まず，気象データに関しては，既往のものより情報量が多い気象データや，単なるデータ列とは異な

るモデル化した気象データの整備を目指す研究を展開した.近年，我が国でも AMeDASの観測記録を利

用し気候の地域差をより細かく考慮するためのデータ整備が進められ，米国と英国では，共同して，サ

ンプル時間が l分という，細かな時間的変動を検討するためのデータ整備が最近始動し始めている.ま

た，気温などの既往の要素以外に，放射や日射の天空輝度分布情報など，新たな要素の追加も課題とな

ってきている.一方，設備システムでは， 1時間よりも短いサンプル時間でシミュレートすることが，

運転時の省エネルギーを正確に知る上で不可欠となることもあると指摘されつつある.当然 3 これは気

象データの精微化とも大いに関係する.このような背景を基に，本研究では次のようなテーマに分けて

総合的な研究を実施した.

空調システムと気象データ

展光・日射の気象データ

昼光照明と気象データ
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各章で実施した研究内容は，各章のはじめにまとめた.各研究者の研究担当は下記の通りである.

石野(東京都立大学)
天空放射輝度のモデル化

研究代表者
京都大学・吉田

上谷(福山大学)
リアルタイムの天空輝度
分布のモデル化

字国JlI(工学院大学)
空調システムに対する
気象データのあり方

永村(大阪市立大学)
地域気象特性の把握

井上(東京理科大)
採光システムに対する
気象データのあり方
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観測気象データの共有化と共同の研究ディス力ッション
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なお 3本研究では京都大学にて天空の短波長・長波長輝度の分布の長期観測を実施しヂータを共有した.

これは，京都大学が，過去約 10年前，国際昼光測定年 (IDMY)のプロジェクトに研究クラスの測定機

関として参画し，以後，日射を中心に，気温，湿度，放射，風向 3 風速など，ベーシックな要素の観測
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を梅宮(当時京都大学)が中心になって継続してきた.本システムには放射輝度の分布や降雨の観測デ

ータがなかったため，より精度の高い気象モデルの検討のため 3 全天輝度分布計，感雨計，雨量計を新

たに設置した.本研究で新たに観測したデータは共同研究用に配布した.

研究組織

研究者と研究テーマの主たる分担
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研究分担者: 石野 久禰(東京都立大学・工学部・教授)
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研究分担者: 宇田川 光弘(工学院大学・工学部・教授)

空調システムへの気象データの影響検証

研究分担者: 井上 隆(東京理科大学・理工学部・助教授)
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1章空調システムと気象データ

本章では，空調システム，室内環境，都市環境と気象データの関わりについて研究をと

りまとめた.以下に各研究の簡単な位置づ、けを行い全体のスコープを概括する.

気象データは熱負荷に影響する.京大・吉田はそれを室への蓄放湿の観点から捉えて，

吸放湿材のある室の熱負荷がどのような影響を受けるかをシミュレーションで検討した

(研究報告 1-1).そしてそのシミュレーションソフトを用いて夜間換気を用いた省エネル

ギーの検討を行い，その結果を踏まえて，実際の建物で、実験を行いその効果を実証した(研

究報告 1-2，1-3). 

外気温が高い夏季に換気をすることは外気熱負荷のために通常は換気を最小限に押さえ

られる，しかし，我が国の夏季の気候は必ずしも常に外気の気温が高くはなく，換気をす

ることが熱負荷の大幅な増加につながるものでもない.そこで，工学院・宇田川は，その

程度に関して気象データを基に検討し換気量の適切なあり方を検討した(研究報告 1-4). 

空調システムは気象の変化の影響を受けて時々刻々状態が変化する.京大・吉田はシス

テムの最適な運転を，気象データの予測に基づき実施する方法や，気象変化を基にしてシ

ミュレーションを行い，最適な運転を実システムに指示する方策を研究した(研究報告 1剛 5，

1・6，1・7). 

建物が竣工した時点で，設計通りの性能が発揮できるかどうかを確かめる，いわゆるコ

ミッショニングというプロセスが近年注目されている.しかし，建物の竣工時期は過酷な

盛夏や厳冬期と一致しないため，特に空調システム性能のコミッショニングは最大能力で

確認することが不可能である.従って，中間負荷しか生じていない時期にコミッショニン

グを行う何らかの方法が必要である.つまり，気象条件が設計で、用いたものでない時期の

コミッショニングの手法を確立する研究が必要である.京大・吉田は，これに対処するた

め，モデルを用いたコミッショニング手法を研究した(研究報告 1・8，1-9， 1-10). 

気象の変化は建築そのものの特性にも影響を与える.工学院・宇田川は気象の変化と躯

体蓄熱の関係における検討，環境実験室で、建築への気象の影響を測定しその予測可能性を

検討する研究，住宅の熱負荷計算における計算時間間隔の検討を行った(研究報告 1-11，

1・12，1・13).都立大・石野は簡易熱負荷計算に対する気象データの関わりや，設計で採用

されるピーク負荷が生ずる気象である過酷な気象条件が熱負荷や室内環境に与える影響に

ついて研究した(研究報告 1・14).

建物自身やその空調システムヘ影響を与える気象データを気象データそのものに着目す

る研究にも取り組んだ.都立大・石野は 15年間の熱負荷計算を基にして設計用の新たな

気象データを提案する研究を行った(研究報告 1-15，1・16).大阪市立大学・永村は気象デ

ータの欠損を補完する手法について研究した(研究報告 1-17).工学院・宇田Jlfは東京とヨ

ー口ツパの 5都市の空調負荷特性を気候の差という視点で研究した(研究報告 1・18).

外界環境あるいは都市環境としての気象も重要なテーマで、ある.京大・吉田は都市環境

の実測を行い，熱流や気温を CFDシミュレーションと比較する研究を行った(研究報告

1・19).工学院・宇田川は住宅の外界気象を予測する研究を展開した(研究報告 1・20).大

阪市立大学・梅宮は外界気象と室内環境の関わりを冷房利用行為を通して認識し被験者実



測を用いた研究を行った(研究報告 1剛21). 

気象データを基にして建物は設計される.従って，気象データは建物や空調システムの

選択に大きく関係する.京大・吉田は，これを対投資効果への決定問題として捉え，かっ

未来の気象も建物の利用方法も未知であるという確率的認識に立ち，確率的に最適な空調

システムの選択方法の研究を行った(研究報告 1・22). 

以上
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